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FGF23抗体burosumabの研究開発
～ Life changing な価値を有する日本発のブロックバスター～

医薬化学部会 創薬人育成スクール
（京都大学薬学研究科）

本講義では、低リン血症性くる病・骨軟化症の惹起因子として同定されたFGF23について、
「FGF23関連低リン血症性疾患」という新たな疾患概念と、根本的治療薬として創製された
FGF23中和抗体burosumabの研究開発と臨床応用について紹介して頂きます。
Burosumabは2019年に日本で保険適用され、現在では50ヶ国以上で承認され、8,000名
以上の患者に使用されています。本研究成果は、2024年度日本薬学会・創薬科学賞の受賞
対象となりました。


